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横
浜
の
市
街
地
形
成
は
こ
れ
ま
で
主
に
、
鉄

道
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
た
め
、
各
鉄

道
路
線
の
駅
と
そ
の
周
辺
エ
リ
ア
は
、
通
勤
・

通
学
や
買
い
物
、
娯
楽
な
ど
市
民
の
生
活
行
動

を
支
え
る
結
節
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い

続
け
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
「
ま
だ
ら
模

様
の
人
口
減
少
社
会
」
の
到
来
に
よ
っ
て
、
延

伸
拡
大
を
続
け
た
横
浜
の
市
街
地
も
成
熟
化

し
、
駅
周
辺
に
人
口
が
回
帰
す
る
傾
向
も
見
え

始
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
駅
と
そ
の
周
辺
エ

リ
ア
で
、
市
民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
能
を

拡
充
し
て
い
く
必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

き
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
非
「
成
長
・
拡
大
」
の
時
代

に
お
け
る
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
私
た
ち

が
ふ
だ
ん
利
用
し
て
い
る
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺

が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ

の
現
況
を
客
観
的
に
把
握
し
、
評
価
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
る
。

こ
こ
で
は
、
地
理
情
報
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
市
内
各
駅
お
よ
び
そ
の
徒
歩
圏
（
駅
か
ら

半
径
8
0
0
袤
の
円
周
域
＝「
駅
圏
」）の
土
地

利
用
や
社
会
資
源
の
集
積
度
を
「
利
便
性
」、

「
交
通
拠
点
性
」、「
安
全
性
」
の
3
つ
の
観
点

か
ら
「
駅
力
」
と
し
て
相
対
的
に
評
価
す
る
こ

と
を
試
み
る
。
さ
ら
に
、
駅
力
の
3
つ
の
観
点

の
各
要
素
の
共
通
性
に
着
目
し
て
、
駅
圏
の
重

複
し
な
い
54
の
駅
を
A
か
ら
G
の
7
つ
の
タ
イ

プ
に
類
型
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
駅
圏

の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
る
。
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横浜の駅圏7つのタイプ 
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と
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力
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発生面からの安全性評価 

抑制面からの安全性評価 対応面からの安全性評価 

アクセス評価 

商業・娯楽の評価 

市民利用 
施設の評価 

子育て・教育の評価 高齢者福祉の評価 

コンビ二の評価 

2%

戸建て住宅用地面積 
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面積合計 
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●タイプＡ 郊外・計画開発型の駅圏
東戸塚駅　駅圏の人口35,029人
戸建て住宅、集合住宅、商業用地といった市街地の多様な要

素が、大規模な区画整理などによって計画的に配置されてい

るタイプの駅圏。オープンスペースの比率が比較的高いこと

が特徴だ。交通アクセスや商業・娯楽に関する評価は比較的

高いが、子育て・教育や高齢福祉などについての評価は低い

傾向にある。なおこのタイプでも市街地形成の時期が比較的

早い長津田や中山などはタイプBに近い要素を持っている。

「駅力」の各評価方法について

笊駅圏の土地利用について

駅圏内の各用途地域の総面積の比率を出したもの。

なお、用途地域の面積を割り出すにあたっては、

道路などの面積は除いているため、駅圏の総面積

に対する各用途地域の比率も出した。

笆生活利便性の駅力について

●コンビニの評価

各駅圏にあるコンビニの店舗数を、標準化して10

段階評価した。

●商業・娯楽の評価

各駅圏にある商業施設、娯楽施設の総延べ床面積

を算出し、それを対数化したうえで、標準化し10

段階評価した。

●市民利用施設の評価

各駅圏にある公園の総面積を標準化したものに、

市民利用施設（地区センター、スポーツセンター、

区民文化センター等）の総数を標準化したものを

加え、その指数をさらに標準化し10段階評価した。

●子育て・教育の評価

各駅圏の子育て・教育施設（保育園、幼稚園、

小・中学校）の総数を標準化し10段階評価した。

●高齢者福祉の評価

各駅圏の高齢者施設（地域ケアプラザ、有料老人

ホーム等）の総数を標準化し10段階評価した。

笳交通拠点性の駅力について

●乗客数評価

各駅の1日あたりの乗客数を標準化し10段階評

価した。

●アクセス評価

各駅から、新宿、東京、横浜までの時間を算出し、

標準化し10段階評価した。

笘生活安全性の駅力について

●発生面からの安全性の評価

各駅圏で起きたがけ崩れの総数をとり、浸水危

険区域の総面積、地震時の危険区域の総面積を、

それぞれ標準化したものを合計し、10段階評価

した。

●対応面からの安全性の評価

各駅圏にある消防署、警察署、病院の総数を標準

化し10段階評価した。

●抑制面からの安全性の評価

オープンスペース（公園や大規模レクリエーション

施設、緑地、未用地）の総面積を標準化し10段階

評価した。
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●タイプC 既成市街地・交通拠点型の駅圏
石川町駅 駅圏の人口55,730人

タイプAと同じく戸建て、集合住宅、商業用地と複合的な土

地利用が見られる駅圏だが、都心およびその周辺に位置し、

交通拠点性と生活利便性の評価が高い傾向にある。人口密

度が高く、オープンスペースの割合が低いため、安全・安

心性の評価面では課題がある駅圏が多い。

●タイプB 郊外・住宅特化型の駅圏
和田町駅 駅圏の人口20,754人

土地利用で戸建て住宅の占める比率が高く、人口密度が低

い駅圏。郊外部に位置する駅圏が多いが、タイプAと比較す

ると市街地形成の時期が比較的早く、駅圏がスプロール的

に形成されているケースが多い。交通拠点性や生活利便性

の評価が他のタイプの駅圏と比較して全体的に低い傾向に

ある。

面積合計 

1349123.1  
駅圏面積比率 
67％ 
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笊 駅圏の土地利用 

笆 生活利便性の駅力 

笳 交通拠点性の駅力 

笘 生活安全性の駅力 

乗客数評価 

面積合計 
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乗客数評価 
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●タイプE 住商工混在型の駅圏
戸塚駅 駅圏の人口29,133人

戸建て住宅、集合住宅、商業用地の土地利用に加えて、工

業的土地利用が一定程度の割合を占める駅圏。

交通拠点性や生活利便性の駅力が高い傾向にある駅圏も多

いため、工業用地を中心にした将来的な土地利用の流動化

が着目される駅圏群である。

●タイプD 既成市街地・生活拠点型の駅圏
南太田駅 駅圏の人口34,119人

タイプCと同じく都心およびその周辺に位置し、複合的な土

地利用が見られる駅圏。

タイプCと比べると乗客数評価と商業・娯楽評価は低い傾向

にあるが、他の生活利便性の項目についての評価はタイプC

と同様に高い傾向にある。

面積合計 

1435439.9 
駅圏面積比率 
71％ 
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●タイプG 都心・商業特化型の駅圏
横浜駅 駅圏の人口72,351人

都心部に位置し、商業的土地利用の占める比率が高い駅圏。

繁華街であるため交通拠点性の駅力や生活利便性の駅力の

中で商業・娯楽に関する評価が著しく高い傾向にある。

●タイプF 臨海部・工業特化型の駅圏
磯子駅 駅圏の人口28,475人

臨海部の工業地帯に（隣接して）位置し、工業的土地利用の

比率が高い駅圏。

交通拠点性や生活利便性に関する駅力が全体的に低い傾向

にある。

面積合計 

1497860.1 
駅圏面積比率 
74％ 
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笳 交通拠点性の駅力 

笘 生活安全性の駅力 

乗客数評価 
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笳 交通拠点性の駅力 

笘 生活安全性の駅力 

乗客数評価 
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生
活
実
感
型
で
駅
力
を
把
握
す
る

ーー
和
田
町
駅
圏
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
ーー

今
回
の
「
駅
力
」
評
価
で
は
、
駅
圏
を
全
市

一
律
に
「
駅
か
ら
半
径
８
０
０
m
の
円
周
域
」

と
し
て
設
定
し
た
が
、
こ
の
円
周
域
は
そ
も

そ
も
駅
か
ら
の
徒
歩
圏
を
想
定
し
て
い
る
。

通
常
、
駅
か
ら
歩
い
て
到
達
で
き
る
10
分

以
内
の
エ
リ
ア
が
駅
か
ら
の
徒
歩
圏
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。
人
間
の
平
均
的
な
歩
く
早
さ

は
、
分
速
80
m
だ
か
ら
、
単
純
に
距
離
と
時

間
を
か
け
あ
わ
せ
れ
ば
駅
圏
＝
駅
か
ら
の
徒

歩
圏
と
い
う
図
式
が
机
上
で
は
な
り
た
つ
。

そ
こ
で
和
田
町
駅
の
実
際
の
徒
歩
圏
を
知

る
た
め
に
、
和
田
町
駅
か
ら
16
方
位
に
学
生

が
散
ら
ば
っ
て
、
10
分
間
歩
い
た
時
点
で
の

到
達
点
を
地
図
上
で
線
に
結
ん
で
み
る
と
い

う
実
験
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
が
「
和

田
町
駅
圏
　
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」
に
表
示

し
た
「
徒
歩
10
分
圏
」
の
黄
色
の
円
で
あ
る
。

こ
れ
を
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
和
田
町
駅
の
場

合
、
駅
か
ら
の
徒
歩
圏
と
駅
圏
の
範
囲
が

そ
れ
ほ
ど
は
異
な
ら
な
い
こ
と
が
理
解
で

き
る
。
た
だ
し
こ
の
黄
色
の
円
は
、
あ
く

ま
で
も
10
歳
代
後
半
か
ら
20
歳
代
前
半
の

若
者
の
徒
歩
圏
で
あ
る
。
対
象
者
が
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
場
合
は
、
も
っ
と
黄
色

の
円
の
範
囲
は
縮
ま
る
は
ず
だ
。

ま
た
、
和
田
町
の
駅
圏
の
地
形
や
土
地

利
用
を
見
る
と
、
駅
圏
の
真
ん
中
を
貫
通

し
て
流
れ
る
帷
子
川
に
よ
っ
て
河
岸
段
丘

が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
河
川
の
谷
間
を
並

行
し
て
走
る
相
鉄
本
線
と
国
道
16
号
の
沿

線
に
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
。
そ
し

て
河
川
の
両
脇
を
囲
む
丘
陵
に
向
か
っ
て
、

住
宅
地
や
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
・
公
園
、

畑
や
山
林
な
ど
が
広
が
っ
て
い
る
と
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
る
（「
和
田
町
駅
圏
鳥
瞰

図
」
お
よ
び
「
和
田
町
駅
圏
土
地
利
用
図
」
参

照
）。
そ
の
た
め
丘
陵
部
の
住
宅
地
に
住
む

高
齢
者
は
、
仮
に
自
宅
が
和
田
町
の
駅
圏

内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
駅
や
商
業
施
設

へ
の
心
理
的
な
距
離
は
、
実
際
の
距
離
よ
り

も
遠
く
な
る
こ
と
が
容
易
に
予
測
さ
れ
る
。

横
浜
の
よ
う
に
丘
あ
り
谷
あ
り
の
複
雑

な
地
形
の
都
市
の
場
合
は
、
駅
周
辺
に
住

む
住
民
の
属
性
や
地
形
、
道
路
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
を
常
に
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■和田町駅圏　安全・安心マップ■

防
災
や
防
犯
な
ど
生
活
の
安
全
・
安
心
面

へ
の
市
民
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、
通
勤
・

通
学
や
買
い
物
な
ど
様
々
な
日
常
の
暮
ら
し

の
場
面
で
利
用
さ
れ
る
機
会
の
多
い
駅
周
辺

の
安
全
性
や
危
険
度
に
つ
い
て
の
情
報
を
、

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
（
圏
）
の
利
用
者
や
居
住
者
で

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
か
た
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
数
値
化
で
き
る
統
計

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
全
市
的
な
観
点
か
ら
「
駅
力
」
を
相
対
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
通

勤
・
通
学
な
ど
で
各
駅
を
利
用
す
る
利
用
者
の
視
点
や
駅
周
辺
で
暮
ら
す
住
民
の
生
活
実

感
に
従
っ
て
、
駅
圏
の
状
況
や
課
題
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
生
活
実
感
型
の
駅
力
の
把
握
に
も
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
の
手
法
は
、
大
い
に

役
に
立
つ
。

こ
こ
で
は
、
今
回
の
駅
圏
評
価
の
手
法
を
共
同
開
発
し
た
横
浜
国
大
の
学
生
が
よ
く
利

用
す
る
駅
で
あ
る
相
鉄
本
線
「
和
田
町
駅
」
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
検
証
し

て
み
よ
う
。

市
民
の
属
性
や
地
形
に
よ
っ
て

相
対
化
さ
れ
る
駅
圏

「
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」
を
活
用
し
た

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
可
能
性
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■和田町駅圏　鳥瞰図■

■和田町駅圏　土地利用図■ あ
る
市
民
の
間
で
共
有
化
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

「
和
田
町
駅
圏
　
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」
は

駅
力
の
生
活
安
全
性
の
面
で
の
評
価
項
目
で

あ
る
発
生
面
か
ら
の
評
価
の
各
要
素
（
崖
崩

れ
、
浸
水
危
険
区
域
、
地
震
時
の
危
険
区
域
）

に
「
狭
隘
道
路
の
場
所
」
を
加
え
、
さ
ら
に

「
抑
制
面
か
ら
の
評
価
」
を
形
成
す
る
各
要
素

（「
震
災
時
避
難
場
所
」、「
広
域
避
難
場
所
」、

「
公
園
」
等
）
を
地
図
情
報
と
し
て
視
覚
化
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の「
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ
」

を
見
れ
ば
、
和
田
町
駅
圏
で
、
崖
崩
れ
の
恐

れ
の
あ
る
場
所
（
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
）

や
洪
水
・
浸
水
の
危
険
の
あ
る
エ
リ
ア
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
視
覚
的
に
理

解
で
き
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
な「
安
全
・
安
心

マ
ッ
プ
」の
活
用
を
通
じ
て
、
住
民
の
間
で
駅

圏
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る

場
が
形
成
さ
れ
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
駅

周
辺
の
防
災
対
策
や
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

■第2部　横浜型録（カタログ）2006


